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混合確率分布のあてはめによる応力逆解析の解の自動検出
Automatic detection of solutions of stress tensor inversion by fitting mixture probability
distribution
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小断層解析による古応力状態の推定手法は応力逆解析法と呼ばれ，構造地質学的研究において普及した技術で
ある．また，地震学の分野でも，発震機構解から地殻応力を推定する手法として広く用いられている．しかし
ながら，地質時代に記録された複数の応力状態を分離して検出する手法は完全には自動化されておらず，応力
状態の認定において解析者の主観を排除できていない．本研究は，応力逆解析の解を自動的に検出する手法を
提案する． 
応力逆解析に必要な観測データは，断層面の方位と滑り方向（断層スリップデータ）である．断層の滑り方向
が剪断応力と平行であるとの仮定に基づけば，１条の断層スリップデータに適合する応力テンソルは，５次元
空間（偏差応力空間）の半円弧上の点に相当する（Fry, 1999; Sato and Yamaji, 2006）．Hough変換に基づく
応力逆解析法（Yamaji et al., 2006，以下Hough法）は，多数の断層に対応する半円弧を重ね合わせて，偏差
応力空間上に適合度の分布を得た後，適合度のピークの位置を最適解と見なす．適合度の分布が複数のピーク
を持つならば，複数の応力テンソルが解として得られる．ただし，Hough法はステレオ投影図上でピークを視認
するか，閾値を設定してピーク検出処理を行う必要がある．本研究は，適合度の分布に混合確率分布を当ては
めることで，ピークの認定を自動化した．上記の半円弧は偏差応力空間で異方的な形状を持つので，異方性を
持つ確率分布として５次元Kent分布を採用した．また，ピークの数はベイズ情報量基準に基づいて決定した． 
本研究の自動検出法のテストとして，人工断層データを解析した．２つの応力に起因する断層群を混合して解
析したところ，２つの適合度のピークが正しく検出された．また，天然の断層データへの適用例として，大分
県別府湾の北方に分布する更新統碩南層群を切る小断層群を解析した．この地域は水平引張応力場におかれて
いると考えらえれているが，本手法によってNNE-SSWとNNW-SSEの２つの引張方向が検出された．上位の大分層
群ではNNE-SSW方向の引張応力のみが検出されたことから，本地域において1 Ma頃に引張方向が変化したことが
示唆された． 
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